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ペレニアルライグラス集約放牧草地における施肥 

北海道における酪農経営は規模拡大や乳牛の泌乳能力向上などを求めて通年舎飼型飼養
を志向してきました。しかし、生産調整や乳価の低迷など厳しい経営環境の中で、一層
の低コスト・省力化と同時に、家畜糞尿処理のための環境問題、ゆとりある酪農の確立
など新たな対応を迫られています。 
近年、放牧飼養は高栄養牧草の低コスト利 用、糞尿の自然還元などが注目されており、
その利点を生かした経営も成立しています。
特に、冬期間に雪で覆われる地域では、高栄養価で嗜好性が良く、秋の生産性も良好な
ペレニアルライグラス（ＰＲ）を用いた短草多回利用による集約放牧技術が確立され、
ＰＲ草地面積も増加しています。 
ここでは、問題点として残されていた、ＰＲ草地におけるマメ科牧草を維持するための
窒素施肥法について、その成果を紹介します。 

マメ科牧草の重要性
ＰＲ集約放牧草地においてマメ科牧草混播（ＷＣ：シロクローバ中葉型）の重要性を検
討するため、混播草地と単播草地を用いて窒素施肥による収量の反応を比較してみまし
た。 
両者の施肥反応は明らかに異なり、混播草地では無窒素でも１０ａ当たり６６０㎏得ら
れ、窒素増肥効果は小さい結果でした。 
一方、単播草地では窒素を多く施用しても混播草地の無窒素区と同等の収量にとどまり
ました。 
混播草地ではマメ科率が２０％程度と高かったため、マメ科牧草による空気中の窒素固
定とイネ科牧草への移譲が十分に働き、このことが高収の要因です。また、混播草地の
方が季節生産の変動が小さく、放牧利用に適しています。 

ＰＲ・ＷＣ混播草地での窒素施肥反応 （天北農試：１９９６年） 

 



ＰＲ単播草地での窒素施肥反応 （天北農試：１９９６年） 

窒素の施用量および施用時期が乾物取量とマメ科率に及ぼ
す影響

はじめに、ＰＲとＷＣの合計年間乾物収量をみると、年間窒素施用量３㎏－６月施用区
と年間窒素施用量９㎏－均等分施区が同等で、最も高収を示しました。両者を比べる
と、窒素施用量３㎏の方がマメ科率が高いため有利と考えられました。 
従って、年間窒素施用量３㎏で６月施用が最も好ましい窒素施肥法です。その施用時期
はＰＲの出穂茎に起因するスプリングフラッシュの助長を避ける意味で６月の中～下旬
が適当です。 

 
ＰＲとＷＣ混播草地における窒素の施用量・施用時期 
によるマメ科率と乾物収量（天北農試：１９９６年）

リン酸とカリの施用方法
従来、放牧草地における窒素・リン酸・カリの施肥法は均等３回分施が望ましいとして
きました。 
しかし、今回示されたＰＲ集約放牧草地の窒素施肥法は６月の１回で良いことになりま
した。そこで、窒素とともにリン酸とカリを同時に施用して省力化を図る方法について
検討しました。 
検討の結果、６月の１回施用でも分施と比較して問題のないことが明らかになりまし
た。なお、リン酸とカリの施肥量は施肥標準に準じますが、土壌診断を定期的に実施す
ることが望まれます。 



リン酸・カリの施用方法が収量におよぼす牧草体養分含有率に及ぼす影響 
（天北農試：１９９６年） 

草地飼料科より 

草地飼料科では牧草の栽培から放牧利用、そして飼養管理と幅広い分野を担当し、最近
ではペレニアルライグラスの集約放牧技術、イネ科牧草の栄養価、高泌乳牛の放牧技術
指標などについて研究成果を上げてきました。 
現在はアルファルファ草地の雑草問題を中心にした初期管理、ペレニアルライグラス基
幹草地の効率的な利用方式、放牧の経営評価、家畜糞尿の環境への影響、除草剤の実用
化などの課題に取組んでいます。 
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